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９月議会一般質問で１２日、日本共産党を代表して池田国昭議員が質問を行な
い介護保険等について前向きな答弁・見解が示されました。

介護ベッド介護ベッド介護ベッド介護ベッド介護ベッド“““““取取取取取りりりりり上上上上上げげげげげ”””””に対してに対してに対してに対してに対して
市独自の助成対策を市独自の助成対策を市独自の助成対策を市独自の助成対策を市独自の助成対策を
　１０月１日から、今まで使っていた介護ベッドを「取り上げないで」と涙を
流しての訴えがある。「自立支援型ベッド」等へ市独自に助成する考えは

　見直しが確認され、具体化が進められている放課後児
童育成健全育成事業について、今までより後退してしま
わないか心配の声が寄せられている。
事業を進めていく上での大原則として、
①松本市の学童クラブの関係者と子供たちで培ってきた
　これまでの実績、到達点を後退させることなく、現在
　の問題点・課題を発展的に解消し、子供たちの健全育
　成、子育て支援策として前進させる新しい取り組みと
　する。
②そのためには、行政主導、上意下達、推し付けでなく、
　関係者のすべての皆さんの声を十二分に反映し、慎重
　かつ十分な話し合い積み重ねながら、事業の位置づけ
　の明確化と実施の具体化を図ること。
③財政的に困難に見える課題であっても、子供たち、保
　護者、地域と行政の協働した取り組みの中で、常に問
　題の解決を図る努力を怠らないこと。
が求められるが今後の進め方は

　「いじめや不登校に関わる児童と触れ合うことにより
心のケアをはかり、学級不適応や発達障害を有する児
童・生徒への支援、児童の
学力向上への援助等を目
的として」現在小学校に
14名(２校に１名)、中学
校に３名(今年度から)配
置され、問題解決に向け
て成果を挙げている。
　当面、直ちに中学校で
も２校に１名の配置増員
が必要ではないか。

　介護用ベッドは軽度者であっても、立ち上がりが楽になり、自立の意欲が高まり重度化を予防し、また介護
者も楽になることから必要性を認めている。所得の低い方を対象に市独自の助成を検討して行く。
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